
第１会場（１階　１３１号室） 第２会場（１階　１３２号室）

NO. 報告時間 報告課題・報告者 報告課題・報告者

プロパティ・ライツ制度による農業水利権の考察―日本と
オーストラリアとの比較検討―

東アジアにおける日系冷凍・加工食品企業の最終財生産拠
点海外立地選択分析―国内市場ポテンシャルと素材・中間
財集積指数を用いて―

木下幸雄（岩手大学） 池川真里亜（筑波大学）

農村住民による借入先変更に関する考察－カンボジア南部
の事例から－

健康食品のリスク知覚構造

若林剛志（農林水産政策研究所） 山口道利（京都大学大学院農学研究科）

サゴヤシ資源の生産・流通実態と今後の展望―インドネシ
ア南東スラウェシを事例として―

災害発生に備えた地方自治体による食料品・水の備蓄とそ
の課題―愛知県を事例として―

内山智裕（三重大学） 宮﨑達郎（筑波大学生命環境系）

Formationoforganicriceproductionareasandspecializedfarmerscoop
erativesinNortheastChina-AcasestudyofWuchangCity-

良食味米の普及過程に関する分析

HongPark,HuiChenGao,AkihikoSakashita
（GraduateSchoolofAgriculture,HokkaidoUniversity)

松田浩敬・中島亨（東京大学大学院）

千葉県安房地域の住民参加型マネジメントのプロセスと課
題―南房総市・鴨川市における嶺岡牧再生活動を中心とし
て―

米の品種選択に関する空間マイクロデータ構築とその実証
分析へ応用：北海道旭川市およびその近隣地域を対象とし
て

佐藤奨平・田崎義浩（農政調査委員会・日本大学短期大学
部）

中島亨（東京大学院）

農産物のブランド化における中間流通業者の機能―国産カ
ボチャカボチャを事例に―

農地貸借ネットワークと相互作用

中川恵理子（東京大学大学院総合文化研究科） 西原是良（東京大学大学院農学生命科学研究科）

農業集落の存続要因に関する計量分析－北海道の農業集落
における農家数に着目して－

高城努（北海道大学）

来訪者対応 来訪者対応

ポスター賞表彰式

10:40-10:50

6

3
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10:50-11:00

4 11:00-11:10

1 10:30-10:40

2

11:20-11:30

　２０１3年３月３０日（土） 於：東京農業大学世田谷キャンパス１号館

16:10-16:20

昼休み
（12:00-13:00）

区分

7 11:30-11:40

5 11:10-11:20


